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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、熱帯降水システムに伴う潜熱

加熱構造が大気大循環に与える影響を理解であ

る。Schumacher et al. (2004) は熱帯降雨衛星 

(TRMM) 搭載の降雨レーダ (PR) データから推

定した潜熱加熱プロファイルを大気大循環モデ

ルに入力した熱源応答実験を行った。しかしな

がら、固定した対流性・層状性加熱鉛直分布を

用いて対流性・層状性降雨量比から潜熱加熱プ

ロファイルを推定しているため、地域・季節的

な対流性加熱プロファイルの違いを考慮に入れ

ていなかった。本研究は、PRの鉛直情報を積極

的に活用する Spectral Latent Heating (SLH) 

アルゴリズム(Shige, Takayabu et al. 2004) に

よって、鉛直分布に関する精度の高い3次元潜

熱加熱のデータセットを作成・解析し、簡略化

した大気大循環モデルに入力して、グローバル

な大気の応答を調べる。また、Schumacher et al. 

(2004)の推定法と似た Convective Stratiform 

Heating (CSH) アルゴリズム (Tao et al. 1993, 

2000)による推定結果と比較する。  

 

２．研究の進捗状況 

10年間（1998年-2007年）の3次元潜熱加熱の

データセットを作成した。CSH の推定結果と比

較したところ、SLHの方が下層（高度2ｋｍ）に

おける加熱の地域的変化を示していた。惑星大

気 モ デ ル DCPAM (Dennou-Club Planetary 

Atmospheric Model) を用いて、再解析データか

ら計算された風速等を与えた基本場の下で季節

平均したSLHによって推定された潜熱加熱プロ

ファイルを入力した熱源応答実験を行ったとこ

ろ、Schumacher et al. (2004）では見られてい

ない浅い子午面循環の構造が、観測研究 (Zhang 

et al. 2004) と同じく、背の低い対流に伴う浅

い潜熱加熱プロファイルが卓越する東太平洋に

おいて見られた。このため、東太平洋の浅い子

午面循環に着目し、月別に作成した潜熱加熱プ

ロファイルを用いた熱源応答実験を行い、再解

析データで見られた浅い子午面循環の月変化の

構造 (Zhang et al. 2008) と比較した。

NCEP-NCARとNCEP-DOE-AMIP IIにおける浅い子

午面循環は非常に弱い一方、ERA40 では浅い子

午面循環が存在するが、500hPaまで達する深い

構造になっている。これに対し、SLH ならびに

CSH の潜熱加熱プロファイルに対する応答は
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700hPaまでの浅い構造で、ガラパゴス（南緯0.9

度, 西経89.7度）における観測値とより良い一

致を示していた。SLH と CSH に対する応答は、

ガラパゴスでの差は大きくないが、SLH の応答

の方がより浅い構造が赤道から離れた緯度帯ま

で広がっており、観測と良い一致を示していた。

これは、SLH によって推定された潜熱加熱プロ

ファイルがCSHに比べて浅い鉛直構造を持つた

め、エネルギーの鉛直伝播の小さい構造を持つ

応答が励起されることが原因と推測された。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

 (理由) 

 10年間（1998年-2007年）の3次元潜熱加熱

データにおいてSLHとCSHの違いを示し、さら

にこれらを入力値とする熱源応答実験でSLHと

CSH の違いを示すことで、東太平洋の浅い子午

面循環における降水にともなう浅い潜熱加熱プ

ロファイルの影響を示すことができたため。 

 

４．今後の研究の推進方策 

東太平洋の浅い子午面循環における浅い対流加

熱の役割に着目した実験・解析について投稿論

文にまとめる。これまで主に月別平均した潜熱

加熱プロファイルに対する熱源応答実験を行っ

てきたが、潜熱加熱プロファイルの日変化を10

年分のデータから統計的に算出し、熱源応答実

験を行う。降水の日変化は陸上で顕著であるた

め、大陸スケールで非断熱加熱プロファイルが

日変化することによって、大気大循環にどのよ

うな影響を与えているかについて考察し、鉛直

構造一定で振幅だけを変化させている先行研究

(Silva Dias et al. 1983, 1987) の結果と比較

議論する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には

下線） 
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